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第２８３回　京都市考古資料館文化財講座　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１７年３月２５日
連続講座『京の庭園を掘る！』第３回

　　　　後鳥羽上皇・二条良基が眺めた庭園　- 鎌倉・室町時代 -
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都市考古資料館　　山本　雅和

はじめに
　・庭園文化の中心地としての京都

　・庭園の多様性
　　立地・季節・時刻・天候…
　　身分（権力）・施設・目的・構成…
　　大内館跡庭園 ←→ 竜安寺石庭

１．主な庭園の調査例 
　・栢ノ杜遺跡の庭園
　　醍醐寺の子院の一つ
　　久寿２年（1155）源師行が八角円堂・建久６年（1195）頃重源が方形堂を建立
　　八角円堂西側に接する庭園遺構（景石を連続させて作る中島）

　・水無瀬離宮の庭園
　　後鳥羽上皇が源通親（内大臣）の別業を御所とする
　　下御所（本御所）・上御所（新御所）・南御所・馬場殿・山上御所・蓮華寿院などで構成
　　西浦門前遺跡の庭園遺構（景石など）＝山上御所か？

　・押小路殿・二条殿（平安京左京三条三坊十町）の庭園
　　禎子内親王（御朱雀天皇皇后・後三条天皇母）、藤原範光（参議）の邸宅
　　「泉が湧出したこと」を契機に後鳥羽上皇の院御所として整備（押小路殿）
　　承久の乱後、織田信長による立ち退きまで二条家の本邸（二条殿）として受け継がれる
　　二条良基の頃に整備＝趣向を凝らした庭園空間と建築群（『空華日用工夫略集』）
　　鎌倉時代から安土桃山時代までの５時期の庭園の変遷が発掘調査により判明

　・北山殿・鹿苑寺（金閣寺）の庭園
　　承久２年（1220）西園寺公常が北山第・西園寺を造営開始
　　応永４年（1397）足利義満が西園寺家より北山第を譲り受け北山殿（のちの鹿苑寺）を造営開始
　　安民沢・鏡湖池および舎利殿（金閣）・天鏡閣・泉殿・会所・寝殿などの建物で構成
　　安民沢の庭園遺構（滝石組・木樋）・北山殿関連の庭園遺構を検出

　・室町殿（花の御所）の庭園
　　永和４年（1378）足利義満が北小路（現在の今出川通）室町北東側に造営
　　「花の御所」＝鴨川から水を引き四季折々の花木を植える
　　将軍家の本邸として足利義教・足利義政らが居住→応仁の乱で焼失後も再建・整備
　　推定地南部で庭園遺構（池・景石・築山など）を検出

　・平安京左京三条三坊十三町の庭園
　　後藤庄三郎邸（徳川幕府の金座役人　江戸時代前期）に先行する邸宅（居住者不明）
　　１町の四分の一（約 60 ｍ四方）の宅地南東部に池（２時期）を検出

　・平安京左京四条四坊二町の庭園
　　六角堂南東側（居住者不明）
　　東洞院大路に面する位置に「つくばい（手水鉢・前石）」を検出→茶室か？

　・山科本願寺の庭園
　　文明 10 年（1478）蓮如が造営開始
　　「御本寺」・「内寺内」・「外寺内」からなる土塁と堀に囲まれた寺内町を形成
　　天文元年（1532）細川晴元・法華一揆の焼き討ちにより焼失
　　「御本寺」にて庭園遺構（泉・景石など）＝本願寺門主の居宅部分

２．鎌倉・室町時代の庭園の特徴
　・平安時代の庭園からの変化
　　寝殿造　　→主殿造・書院造
　　浄土式庭園→禅宗様庭園の導入・枯山水庭園の盛行

　・立地
　　分類：「山頂型」・「山腹型」・「山裾型」・「斜面・平地型」
　　京都の庭園
　　　郊外の庭園　＝山裾型
　　　市街地の庭園＝平地型

　・構成要素
　　泉・池・中島
　　洲浜・景石・滝石組
　　遣水・導水路・排水路
　　建物
　　樹木・草花（・魚・鳥・昆虫…）

　・『洛中洛外図』に見る邸宅と庭園
　　武家：室町殿・細川殿・典厩
　　公家：二条殿・近衛殿
　　寺社：西芳寺・相国寺・北野社

　・日本各地の居館の庭園

おわりに
　・環境文化・空間文化の中の庭園

　・庭園文化の歴史性

主な引用・参考文献
　『図説　日本の史跡　第６巻　中世』同朋舎出版　1991 年
　『発掘庭園資料』奈良国立文化財研究所　1998 年
　『図解・日本の中世遺跡』東京大学出版会　2001 年
　田中哲雄『発掘された庭園』日本の美術№ 429　至文堂　2002 年
　『平安時代庭園の研究－古代庭園研究Ⅱ－』奈良文化財研究所　2011 年
　『中世庭園の研究－鎌倉・室町時代－』奈良文化財研究所　2016 年
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